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Research Abstract

リネゾリド(LZD)は、メチシリン耐性⻩⾊ブドウ球菌(MRSA)に対する治療薬である。添付⽂書によると、腎機能障害患者や⾎液透析患者においても減量する必要はな
く、TDMは不要であるとされている。⼀⽅、⾼度腎機能障害時や透析時には未変化体や代謝物のAUCが著明に増⼤するとの報告や、腎障害がLZDの副作⽤の⼀つである
⾎⼩板減少のリスクファクターになるとの報告もある。そこで、本研究では腎機能障害時・透析時のLZDの⽤法・⽤量を最適化するために、LZDおよびその主要代謝物
(A・B)の薬物動態学的パラメータを解析し、LZDの副作⽤との関連を検討することを⽬的とする。 
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MRSA感染症(疑い例を含む)と診断され、LZDを投与された症例のうち同意の得られた症例について、LZDおよびその主要代謝物の⾎中濃度を測定した。また持続的⾎液
濾過透析(CHDF)施⾏中の急性腎不全症例1例についてはCHDFによるクリアランスや腎クリアランスを算出するためにダイアライザ⼊⼝・出⼝の⾎中濃度および透析液漉
過液濃度も併せて測定した。測定にはLiquid Chromatography/Mass Spectrometryを⽤いた。電⼦カルテにより臨床検査値を調査した。 
CHDF施⾏2例の検討により、LZD反復投与によりLZD未変化体とその代謝物の排泄遅延が⽣じ、⾎中濃度が上昇した。⾮透析例4症例のうち⾻髄抑制が確認された3症例
ではLZDおよび主要代謝物の⾎中濃度の上昇がみとめられた⼀⽅、⾻髄抑制が確認されなかった1症例ではいずれも健常⼈と同等の⾎中濃度であった。したがって、⾎⼩
板減少発現はLZDまたは代謝物の⾎中濃度に依存している可能性が⽰唆された。以上の結果よりLZDの⾎中濃度をモニタリングすることは、有効治療域の維持や副作⽤回
避のために有⽤であり、LZDのTDMはLZDの最適治療に貢献できるものと考えられる。
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